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論 文 内 容 の 要 旨

 目的

 今日妊娠期間中の運動が推奨され広く行われてい

る．妊娠期間中の運動が妊婦や胎児にいかなる影響を

もたらすかについて今日様々な観点から検討がなされ

てきた．肺の成長は胎児の成長や，生後の新生児の予

後と深い関連性を持つことが知られている．その肺の

成長に関し，妊娠中の運動がいかなる影響をもたらす

かについて検討した報告は少ない．以上の観点より妊

娠ラットに継続的に運動負荷を行い，その影響につい

てとくに胎児肺の成長に焦点をあて形態学的に観察を

行った．

 方法

 妊娠ラットに連日120分間，小動物用のトレッドミル

を用い20m／分の速度で運動負荷を加えた．負荷期間は

妊娠1日から20日までの期間（全期間運動群）と，妊

娠16日から20日までの期間（後期運動群）で妊娠20日

目に屠殺した．対照群としては運動負荷をせず同様の

環境下で飼育した妊娠ラットを用いた．妊娠20日目に

胎仔を摘出，胎仔体重，体長，肺重量，肺容積につい

てそれぞれ計測を行った．法輪下葉より光顕標本を作

製し形態計測を行い，さらに近傍より採取した組織に

ついて透過，走査型電顕標本を作製し観察を行った．

 結果

 対照群と比較して，全期間運動群の胎仔体重，体長

は有意に減少していた．全期間運動群の肺重量は

0．105±0．004g，肺容積は0．041±0．001mlと対照群の

0．129±0．004g，0．055±0．002mlに比較し有意（p＜

0．05）に低値を示した．また肺の形態計測では全期間

運動群の胎仔肺は，気腔領域の表面積が2．13±0．14

mm2と対照群の3．54±0．13mm2より有意（p＜0．05）に

低下しており，肺胞壁の厚さは16．88±1．35μmと対照

群の10．75±0．46μmより有意（p＜0．05）に高値を示し

た．透過型電顕では全期間運動群において肺胞II型細

胞内のグリコーゲン含有量が対照群と比較して多い傾

向にあった．後期運動群と対照群との間には胎仔個体

の成長と肺の発達に差を認めなかった．

 考察

 本研究で胎生後期における妊娠ラットの運動はその

胎仔の成長や肺の成熟には影響をもたらさないが，全

期間運動群においては肺構築と細胞レベルでの発達の

遅延をもたらすことが知られた．その理由として，運

動総量の相違，胎仔の器官形成期における親動物の摂

食量の減少，親動物の運動による胎仔の低酸素血症な

どの要因が考えられる．

 結論

 妊娠期に長期にわたる妊婦の過度の運動は胎児の発

達（肺の成長）にとって好ましくない結果をもたらす

可能性がある．
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論 文 審 査 の 要 旨

 本論文は，妊娠ラットを用い，妊娠期間中の運動が，胎仔の成長や胎仔肺の成長にどのような影響を与える

かを，主として形態計測学的手法を用いて検討したものである．その結果，妊娠母獣の運動が全妊娠期間に及

ぶと，胎仔の成長のみならず，肺の成長にも悪影響を及ぼし，出生後の予後とも関連しうることを明らかにし

たものである．ヒト妊娠の過度の運動に対して警告を与え，学術上価値あるものと認める．
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